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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業

者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況

を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

①会員は、柏崎市、西山町、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および
地域の推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視
　　　　　（2）事業者等への提言
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供
　　　　　（4）委員の研修
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

③県、市町村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席

④会議の種類：定例会（毎月1回）
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）
　　　　　　※会は、すべて公開。

地域の会 概要

C O N T E N T S
第15回定例会 11月実施予定　国主導原子力防災訓練について

キーワード解説
第16回定例会開催時講演会 講演抄録

第16回定例会 核燃料サイクル経済性試算資料問題について

第2回臨時会 関電美浜3号機事故を受けて

発電所を巡る動き
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」
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▲配管検査状況視察
　関西電力美浜3号機事故を受けて実施した「地域の会委員」による柏崎刈羽原子力発電所4号機視察（9月12・13日）

▲視察後の質議応答
　



キーワード解説キーワード解説キーワード解説
　原子力発電所の故障・トラブル等については、その内容が専門的なために、一般の方々から理解
されにくいという事情があります。このため、地震発生時の震度レベルのように、原子力事故についても
分かり易く表現できる国際原子力事象評価尺度が定められました。

　この尺度は、「所外への影響」「所内
への影響」「深層防護の劣化」の三基
準に分けられ、各基準ごとに0～7まで
のレベルに分類されています（表1）。

基準１：原子力施設に事故が発生し、
放出される放射線（能）により、
施設外の住民や環境に与え
る影響の度合いの基準

基準２：原子炉の炉心に重大な損傷
が発生し、従業員に放射線
被ばくを与える影響の度合い
の基準

基準３：原子炉の安全を脅かすほど
の事故が発生し、防護システム
に深刻な影響を与える度合
いの基準

※地域住民にとって必要なのは基準1の各レベルについての理解です。表1では基準2と3については省略しました。

国際原子力事象評価尺度（INES）国際原子力事象評価尺度（INES）

評価対象外

レベル 基準1：所外への影響 参考事例

チェルノブイリ事故
（1986年）

スリーマイル
アイランド事故

（1979年）

J　C　O
臨 界 事 故
（1999年）

美浜発電所2号機
蒸気発生器電熱管損傷

（1991年）

もんじゅ
ナトリウム漏えい

（1995年）

⑦（深刻な事故）
放射性物質の重大な外部放出

⑥（大事故）

⑤

④

③（重大な異常事象）

②（異常事象）

①（逸　脱）

　（尺度以下）

放射性物質のかなりの外部放出

ヨウ素131等価で数万テラベクレル相当以上の
放射性物質の外部放出

放射性物質の少量の外部放出
公衆の個人の数ミリシーベルト程度の被ばく

放射性物質の極めて少量の外部放出

安全上重要ではない事象

安全に関係しない事象

公衆の個人の十分の数ミリシーベルト程度の被ばく

ヨウ素131等価で数千から数万テラベクレル相当の
放射性物質の外部放出

放射性物質の限られた外部放出
ヨウ素131等価で数百から数千テラベクレル相当の
放射性物質の外部放出

I N ESの公式評価でないものが含まれている

所外へのリスクを
伴う事故

所外への大きなリス
クを伴わない事故

事
　
　
　
故

異 

常 

な 

事 

象

尺
度
以
下

表1　国際原子力事象評価尺度（INES）

シーベルト（Sv）は、放射線が人体に与える影響を表す単位。（ミリは1,000分の1）
ベクレル（Bq）は、放射性物質の量を表す単位。（テラは1012＝1兆）

出典：資源エネルギー庁「原子力2003」

原
子
力
防
災
訓
練
、

原
子
力
施
設
立
地
市
町
村
段
階
で
の

取
組
み
に
つ
い
て（
講
演
抄
録
）

　
今
年
11
月
に
新
潟
県
で
国
主
導
の
原
子
力
防
災
総
合

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
訓
練
は
こ
れ
ま
で
原
子
力

施
設
所
在
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

1
9
9
9
年
の
東
海
村
、核
燃
料
加
工
工
場
J
C
O
の
臨
界

事
故
を
契
機
に
国
は
原
子
力
防
災
対
策
特
別
措
置
法

（
以
下「
原
災
法
」）を
定
め
、従
来
の
国
の
原
子
力
防
災
体
制

を
抜
本
的
に
改
善
し
ま
し
た
。

　
改
善
の
中
で
、特
に
重
要
な
事
は
全
国
の
原
子
力
施
設
所

在
地
に
、そ
の
地
域
の
原
子
力
災
害
時
に
国
が
迅
速
に
地
域

防
災
活
動
の
支
援
を
す
る
た
め
の
、オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
O
S
C
」）を
設
置
し
た
こ
と
で
す
。

　
新
潟
県
は
柏
崎
市
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
子
力
防
災
訓
練
に
は
、
個
別
訓
練
、
複
合
訓
練
及
び

総
合
訓
練
が
あ
り
、
多
種
多
様
な
防
災
活
動
を
目
的
別
に

区
別
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。今
回
新
潟
県
で
行
わ
れ
る
訓
練

は
、総
合
訓
練
で
、国
の
活
動
を
核
に
大
規
模
な（
す
な
わ
ち

大
事
故
以
上
を
想
定
し
た
）訓
練
で
す
。

　
こ
の
総
合
訓
練
を
簡
略
に
説
明
す
る
と
、「
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
で
大
事
故
が
発
生
し
、大
量
の
放
射
性
物
質
が

発
電
所
敷
地
外
に
放
出
さ
れ
た
」と
い
う
条
件
下
で
行
う

も
の
で
す
。こ
の
た
め
、訓
練
に
は
政
府
、中
央
官
庁
、東
海
村

原
子
力
研
究
所
等
新
潟
県
外
の
原
子
力
防
災
に
係
る
関
係

省
庁
や
専
門
機
関
か
ら
、多
数
の
人
員
や
防
護
資
機
材
を
集
め
、

柏
崎
市
の
O
S
C
に
集
合
し
、防
災
活
動
が
機
能
し
ま
す
。

　
問
題
は
こ
う
し
た
国
主
導
の
大
規
模
訓
練
と
は
別
に
、

地
元
柏
崎
市
、
刈
羽
村
等
の
原
子
力
防
災
体
制
に
つ
い
て

「
よ
り
現
実
的
な
原
子
力
防
災
問
題
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
す
な
わ
ち
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
や
避
難
を
必
要
と

す
る
大
事
故
と
は
別
に
、O
S
C
の
設
置
を
必
ず
し
も
必
要

と
し
な
い
小
、中
規
模
や
大
事
故
を
含
め
た
事
象
や
事
故
の

初
期
段
階
の
防
災
に
つ
い
て
の
訓
練
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
小
・
中
規
模
の
事
象
や
大
規
模
事
故
の
初
期

段
階
で
、共
通
の
重
要
問
題
は
、こ
れ
ら
の
事
象
・
事
故
時
の

環
境
放
射
線
（
能
）モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
で
す
。
す
な
わ
ち

地
元
住
民
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
の
は
、い
か
な
る
事
象
・

事
故
で
も
、一
刻
も
早
く
自
分
達
周
辺
の
放
射
線（
能
）が

　

地
域
の
会
で
は
定
例
会
の
中
に
委
員

の
相
互
研
さ
ん
の
た
め
の
勉
強
会
を
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
国
主
導
の
原

子
力
防
災
訓
練
を
ひ
か
え
「
原
子
力
防
災
」

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
専
門
講
師
を

招
き
、
原
子
力
発
電
所
立
地
地
域
住
民
と

し
て
「
原
子
力
防
災
」
を
い
か
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
以
下
は
こ
の
講
演
内
容
。

抄
録
と
講
演
後
の
講
師

―
委
員
間
の

質
議
応
答
（
抜
粋
）
で
す
。

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き
（
発
電
所
を
巡
る

　

動
向

―
報
告
）

訓
練
内
容
の
充
実
を
い
か
に
画
る
か
が
課
題

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
へ
の
取
り
組
み
に
厳
し
い
指
摘
と
要
望

市
の
住
民
避
難
訓
練
は
松
波
、大
湊
、荒
浜
の
三
地
区
が
対
象

市
民
プ
ラ
ザ
を
避
難
所
に
市
民
の
参
加
を
促
す

　
柏
崎
刈
羽
の
原
子
力
総
合
防
災
訓

練
は
県
と
地
元
主
催
で
2
年
に
一
度

行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
原
子
力
災

害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
国
主

催
の
訓
練
と
な
る
。こ
れ
は
本
地
域
で

は
初
め
て
の
こ
と
。国
の
関
係
機
関
と
県
・

市
・
刈
羽
村
・
西
山
町
、
東
電
が
参
加
。

政
府
の
災
害
対
策
本
部
設
置
や
、
市

内
三
和
町
の
新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
た
現
地

本
部
設
置
、
通
信
連
絡
、
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
国
と
の
協
議
で
固
ま
っ
て
い

る
事
項
は
①
専
門
家
・
資
機
材
の
派
遣
・

配
備
を
行
う
た
め
2
日
間
の
日
程
と

す
る
②
北
西
の
風
を
想
定
し
て
避
難

区
域
は
主
に
刈
羽
村
に
設
定
す
る
が
、市
・

西
山
町
の
避
難
訓
練
は
想
定
外
参
加

の
形
と
な
る
、の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

市
の
案
で
は
、
住
民
避
難
訓
練
は
松
波
、

大
湊
、
荒
浜
の
三
地
区
が
対
象
で
、
市

民
プ
ラ
ザ
を
避
難
所
と
し
て
設
定
し
、

市
民
の
見
学
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、

原
子
力
防
災
講
演
会
な
ど
も
併
せ
て

開
催
す
る
。

水
害
対
策
も
原
子
力
防
災
も
、机
上
の

プ
ラ
ン
で
は
な
く
、実
情
に
即
し
た

プ
ラ
ン
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か

　
行
政
（
柏
崎
市
）は
原
子
力
総
合

防
災
訓
練
の
概
要
説
明
の
な
か
で「
7
月

豪
雨
災
害
で
は
教
訓
を
得
た
。こ
れ
を

原
子
力
防
災
に
も
活
か
し
た
い
」と
し
、

そ
の
な
か
で
最
も
重
要
な
情
報
伝
達

の
手
段
に
つ
い
て
、「
防
災
行
政
無
線

や
F
M
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

広
報
手
段
・
メ
デ
ィ
ア
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
、よ
い
と
こ
ろ
、悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
回
の
水
害
時
で
は
、
雨
に
よ
る
電

波
障
害
が
発
生
し
た
り
、
す
べ
て
万

能
で
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
弱
点
を
補
完
し
な
が
ら
、
複
合

的
な
情
報
提
供
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
か
ら
は
緊

急
時
の
情
報
連
絡
体
制
が
確
実
に

機
能
す
る
か
不
安
だ
、と
い
っ
た
意
見

や
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
防
災
訓
練
は

市
民
参
加
型
の
実
効
あ
る
訓
練
と

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
11
月

実
施
の
訓
練
で
は
そ
の
点
の
改
善
を

期
待
す
る

―
な
ど
厳
し
い
注
文
が

相
次
い
だ
。

【
委
員
の
意
見
】（
抜
粋
）

◆
7
月
の
豪
雨
災
害
で
は
対
策
本
部

が
立
ち
上
が
っ
た
の
は
い
い
が
、
地

域
と
の
連
携
が
取
れ
て
お
ら
ず
、
避

難
所
の
開
設
を
知
ら
な
い
地
区
や

最
大
の
浸
水
場
所
に
避
難
所
が
設

け
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、こ
れ
で

は
危
険
な
区
域
へ
避
難
誘
導
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
水
害
対
策

に
し
ろ
、
原
子
力
防
災
に
し
ろ
、
ま

ず
は
机
上
の
プ
ラ
ン
を
見
直
す
と

こ
ろ
か
ら
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

◆
水
道
管
破
裂
で
8
号
線
が
陥
没
し
、

車
が
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
上
越
方
面
か
ら
来
る
大
型
車

両
を
海
岸
方
面
に
回
し
た
た
め
に

渋
滞
が
起
き
た
と
い
う
の
で
す
。
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

こ
う
し
た
予
想
外
の
事
態
も
想
定

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

◆
風
向
き
を
最
初
か
ら
想
定
す
る
な
ど
、

訓
練
の
た
め
の
訓
練
だ
。
単
な
る

シ
ョ
ー
に
な
り
は
し
な
い
か
心
配
だ
。

◆
毎
回
参
加
地
域
を
変
え
る
の
で
は

な
く
、
全
市
民
が
一
緒
に
参
加
す

る
よ
う
な
訓
練
を
し
て
は
ど
う
か
。

◆
逃
げ
る
こ
と
の
で
き
る
軽
微
な
事
故

ば
か
り
を
想
定
し
て
い
る
だ
け
で
、

人
命
に
係
わ
る
よ
う
な
大
事
故
を

考
え
て
い
な
い
。
例
え
ば
大
地
震
に

よ
る
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
み
た

ら
ど
う
か
。

第
15
回
定
例
会

第
15
回
定
例
会
国
主
導
、原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換

―
―　

来
た
る
11
月
1
日
・
2
日
実
施　

―
―

日　　時　平成16年８月４日（水）

場　　所　柏崎原子力広報センター

　　　　　（２Ｆ研修室）

出 席 者　18名（欠席６名）

説 明 者　原子力防災専門官、

　　　　　新潟県、東京電力（株）

オブザーバー　柏崎市、刈羽村、地域担当

官事務所、

内　　容　●前回定例会以後の動き

　　　　　●原子力防災について

　　　　　　市の補足説明、

　　　　　　質議応答

　　　　　●原子力発電所の地震

　　　　　　対策について
　　　　　　（内容は次号にてお知らせします）

第15回定例会の概要

　
県
よ
り
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
と
し
て
、
1
号

機
自
動
停
止
に
関
す
る
状
況
確
認
、
物
品
の
搬
出
状
況
及

び
県
技
術
委
員
会
に
お
い
て
東
電
不
正
問
題
に
関
す
る
総

括
を
行
っ
た
こ
と
。ま
た
東
電
勝
俣
社
長
か
ら
知
事
宛
に
不

正
問
題
に
関
す
る
総
括
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど

の
説
明
が
あ
っ
た
。
地
域
担
当
官
事
務
所
か
ら
は
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
経
済
性
試
算
を
国
な
ど
が
公
表
し
て
い
な
か
っ
た

問
題
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

▲柏崎刈羽原子力防災センターを
　使った原子力防災訓練（平成14年）
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東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
の
放
射
能
漏
れ
事
故
を
想
定
し
て
、
今
年
11
月
1
日

（
月
）・
2
日（
火
）に
国
主
導
で
行
わ
れ
る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、行
政
側
よ
り

概
要
説
明
が
あ
り
、こ
れ
を
受
け
て
意
見
交
換
し
た
。
地
域
の
実
情
に
即
し
た
実
効
あ
る

訓
練
の
実
施
を
要
望
す
る
意
見
が
委
員
側
か
ら
出
さ
れ
た
。



ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
情
報
で
す
。そ
れ
に
は
地
元
の
地
域
に

ど
れ
く
ら
い
放
出
さ
れ
て
、
放
射
線
の
影
響
が
あ
る
か
を

知
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
た
め
に
は
多
数
の
測
定
者
と
測
定

器
と
測
定
点
が
必
要
で
す
。す
な
わ
ち
、「
環
境
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
」「
そ
の
情
報

が
迅
速
・
正
確
に
住
民
に
通
報
・
伝
達
さ
れ
る
か
」で
す
。

　
こ
う
し
た
基
本
的
な
防
災
体
制
の
整
備
が
あ
っ
て
、
今
回

の
総
合
訓
練
に
つ
な
が
る
わ
け
で
、こ
れ
を
軽
視
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。そ
の
上
で
、は
じ
め
て
住
民
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

屋
内
退
避
や
避
難
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
や
避
難
を
す
る
に
あ
た

っ
て
も
、
基
本
と
な
る
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

「
退
避
建
屋
の
放
射
線
防
護
や
収
容
状
況
は
十
分
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
」「
避
難
コ
ー
ス
と
誘
導
」は
云
う
の
は
易
い
が
、

実
際
に
誘
導
す
る
の
は
地
元
の
人
達
で
あ
り
、
O
S
C
で
の

防
災
活
動
の
機
能
の
能
力
外
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら

を
十
分
に
調
査
し
、「
判
り
易
く
実
行
可
能
な
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
る
の
か
」等
々
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
総
合
訓
練
で
、こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

対
応
が
な
さ
れ
る
か
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

講
師　

亀
田　

和
久
（
か
め
だ 

か
ず
ひ
さ
）氏

日
本
原
子
力
研
究
所
 

研
究
員（
昭
和
31
年
〜
48
年
）

柏
崎
市
原
子
力
防
災
対
策
 

嘱
託（
元
）

現
N
P
O
法
人
 

原
子
力
地
域
防
災
支
援
セ
ン
タ
ー

理
事
長

講
演
後
の
質
議
応
答

防
災
対
策
を
重
点
的
に
行
う
地
域
を
、原
発
を
中
心
と

し
た
8
か
ら
10
キ
ロ
圏
と
言
っ
て
い
る
が
、こ
の
理
論
的

根
拠
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

事
故
想
定
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
。距
離
は
放
射
性

物
質
の
放
出
量
、風
向
、風
速
、大
気
安
定
度
等
を
全
部

綿
密
に
調
査
し
て
割
り
出
す
。重
大
事
故
の
場
合
、大
体

1
キ
ロ
か
ら
1.5
キ
ロ
の
中
に
収
ま
る
。そ
れ
を
仮
想
事
故

と
い
う
放
出
量
約
50
倍
の
値
で
や
る
と
、大
体
6
キ
ロ
か
ら

7
キ
ロ
く
ら
い
、こ
れ
に
安
全
率
を
考
え
る
と
8
キ
ロ

な
い
し
10
キ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
故
想
定
を
仮
想

事
故
よ
り
も
も
っ
と
大
き
い
事
故
を
想
定
す
れ
ば
、当
然

そ
の
距
離
は
変
わ
っ
て
く
る
。

原
子
力
政
策
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
防
災
は
原
子
力

政
策
推
進
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
国
の
責
任
で
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

安
全
対
策
は
全
部
、一
元
的
に
国
が
持
て
と
い
う
の
は

違
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
防
災
を
原
発
立
地
政
策
と

セ
ッ
ト
に
と
い
う
こ
と
は
当
然
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。た
だ
、

国
の
責
任
と
い
う
意
味
で
、
国
が
出
て
く
る
の
は
事
故
の

レ
ベ
ル
5
以
上
の
場
合
。国
、道
府
県
、市
町
村
と
い
う
も

の
は
、こ
の
防
災
対
策
の
規
模
と
か
内
容
と
か
を
十
分
に

検
討
し
た
う
え
で
、役
割
分
担
す
べ
き
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
の
場
合
は
、か
な
り
の
範
囲
で

影
響
が
出
た
が
、そ
う
い
う
設
定
の
仕
方
は
考
え
な
く

て
も
い
い
も
の
な
の
か
。

一
番
悩
む
と
こ
ろ
だ
。
段
階
的
に
物
事
を
や
っ
て
い
く

と
い
う
点
で
考
え
る
な
ら
、仮
想
事
故
を
想
定
し
て
の

防
災
対
策
で
す
ら
、
様
々
な
問
題
点
が
あ
り
、そ
れ
を

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
な
過
酷
事
故
ま
で
拡
大
す
る
と

も
っ
と
大
変
に
な
る
。ま
た
、こ
れ
こ
そ
、国
、事
業
者
の
責
任

で
あ
り
、
自
治
体
の
責
任
で
は
な
い
。
過
酷
事
故
を
想
定

し
て
や
る
よ
う
な
防
災
対
策
や
訓
練
よ
り
も
よ
り
現
実
的

な
仮
想
事
故
に
対
す
る
市
町
村
、
住
民
の
防
災
対
策
や

防
災
意
識
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（
発
電
所
を
巡
る

　

動
向

―
報
告
）

今
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
行
く
末
を
冷
静
に
判
断
す
る
時
、

試
算
デ
ー
タ
は
納
得
の
い
く
形
で
余
す
と
こ
ろ
な
く
提
示
を
…

　
定
例
会
で
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
を
巡
っ
て
、
使
用
済
み
燃
料
の
再
処

理
コ
ス
ト
が
直
接
処
分
よ
り
高
い
と
い

う
試
算
を
国
な
ど
が
公
表
し
て
い
な
か

っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
説
明
を

受
け
、
意
見
を
交
換
し
た
。
同
会
に

は
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
原
子
力
広
報
官
が
出
席
し
、

1
9
9
4
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た

い
く
つ
か
の
試
算
資
料
の
存
在
な
ど
を

説
明
し
、こ
れ
ら
を
原
子
力
長
期
計
画

の
新
計
画
策
定
会
議
に
参
考
と
し
て

提
示
し
た
と
延
べ
た
。

　
広
報
官
は「
今
年
3
月
の
国
会
答

弁
で
は
、
10
年
前
の
試
算
に
つ
い
て
の
答

弁
者
と
答
弁
の
資
料
を
作
成
し
た
者

が
、
過
去
の
試
算
の
存
在
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
。
知
っ
て
い
な
が
ら
嘘
の
答

弁
を
し
た
の
で
は
な
い
」な
ど
と
弁
明
に

努
め
た
が
、
委
員
は
納
得
せ
ず
、「
10
年

前
の
事
務
責
任
者
が
今
回
の
国
会
答

弁
を
書
い
た
こ
と
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
」

と
厳
し
い
口
調
で
迫
っ
た
。

第
16
回
定
例
会

第
16
回
定
例
会
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
経
済
性
試
算
資
料
問
題

エ
ネ
庁
説
明
に
疑
義

日　　時　平成16年8月１9日（木）

場　　所　柏崎刈羽原子力防災センター（２Ｆ研修室）

出 席 者　20名（欠席４名）

説 明 者　柏崎刈羽保安検査官事務所長、東京電力（株）

オブザーバー　新潟県、柏崎市、刈羽村、西山町、

事 務 局　（財）柏崎原子力広報センター

内　　容　●関西電力（株）美浜3号機事故に関する経過報告

●柏崎刈羽原子力発電所の対応状況報告

●質議応答・意見交換

第2回臨時会の概要

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

関
西
電
力
美
浜
原
発
で

蒸
気
噴
出
事
故

地
域
の
会
は
、
直
ち
に

臨
時
会
を
招
集

日　　時　平成16年９月１日（水）

場　　所　柏崎原子力広報センター

　　　　　（２Ｆ研修室）

出 席 者　21名（欠席３名）

説 明 者　資源エネルギー庁

オブザーバー　新潟県、柏崎市、刈羽村、

西山町、保安検査官事務所、

地域担当官事務所、東京

電力（株）

内　　容　●前回定例会以後の動き

●核燃料サイクル経済性

　試算資料問題について

　質議応答と意見交換

●原子力防災対策について

第16回定例会の概要

【
委
員
の
意
見
】（
抜
粋
）

当
地
原
発
と
は
異
な
る
炉
型
だ
が

不
安
。
万
全
の
検
査
を
期
待

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
を
県
、
市
、
刈
羽
村
で
3

回
行
っ
た
。
ま
た
柏
崎
刈
羽
原
発
に
お
け
る
配
管
減
肉
管

理
状
況
と
、
今
後
の
対
応
に
関
す
る
事
業
者
東
電
の
報

告
を
受
け
、こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
実
際
の
現
場
で
の
測

定
方
法
の
確
認
、
管
理
指
針
点
検
対
象
リ
ス
ト
の
確
認
、

過
去
の
測
定
記
録
の
確
認
を
行
っ
た
。
結
果
、
特
段
の
問

題
は
な
か
っ
た
、と
の
報
告
が
県
よ
り
な
さ
れ
た
。

▲開催時の講演に耳を傾ける委員（柏崎原子力広報センター）
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福
井
県
の
関
西
電
力
美
浜
原

発
3
号
機
で
起
き
た
蒸
気
噴
出
事

故
に
つ
い
て
の
原
子
力
安
全
・
保
安

院
か
ら
の
経
過
報
告
及
び
東
京
電

力
か
ら
柏
崎
刈
羽
原
発
の
配
管
点

検
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
意

見
交
換
し
た
。

　
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
、
美
浜

原
発
の
事
故
の
原
因
は
、
二
次
系
配

管
の
減
肉
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
た
。

県
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
配
管
管
理

状
況
に
つ
い
て
、「
状
況
確
認
を
行
っ
た

が
東
電
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
切
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、
不
都
合
な
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
」と
話
し
た
。

　
美
浜
の
事
故
の
あ
と
、
県
・
市
・
刈
羽

村
は
担
当
者
6
人
を
柏
崎
刈
羽
原
発

に
派
遣
し
、
配
管
の
減
肉
管
理
や
肉

厚
な
ど
を
実
地
で
検
証
し
た
。

　
東
電
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
点
検
対
象

と
な
っ
た
配
管
は
、
1
号
機
〜
7
号
機

ま
で
の
給
水
・
復
水
系
、
抽
気
系
な
ど

の
配
管
約
1
9
0
0
0
カ
所
。ま
た
配

管
の
一
部
に「
低
合
金
鋼
」と
呼
ば
れ

る
減
肉
に
強
い
材
質
を
採
用
し
て
お
り
、

早
急
な
対
策
材
へ
の
交
換
が
望
ま
し
い

箇
所
は
な
い
と
説
明
、さ
ら
に
給
水
系

配
管
が
破
断
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ

る
被
曝
線
量
は
、
事
実
上
無
視
で
き
る

範
囲
の
0.
0
0
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

低
い
数
値
で
あ
る
と
し
た
。（
例:
胸
の
Ｘ

線
検
診
は
1
回
当
た
り
0.
0
5
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）。

◆
広
報
官
の
説
明
は
と
う
て
い
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
試
算
デ
ー
タ

が
隠
匿
さ
れ
た
経
緯
を
含
め
、す
べ
て

の
情
報
公
開
を
望
む
。

◆
柏
崎
刈
羽
原
発
に
あ
っ
て
も
使
用

済
み
燃
料
は
貯
ま
る
一
方
。ベ
ス
ト

で
は
な
く
て
も
ベ
タ
ー
な
方
策
を
早
く

打
出
し
て
欲
し
い
。

◆
国
へ
の
提
言
に
し
て
も
何
に
し
て
も
、

「
原
子
力
村
を
構
成
し
て
い
る
人
達
」

だ
け
で
議
論
し
て
決
め
る
と
い
う
風

潮
は
、
一
向
に
改
ま
っ
て
い
な
い
。
策

定
委
員
会
の
顔
触
れ
を
見
て
も
、
今

回
の
試
算
隠
し
を
暗
黙
の
う
ち
に
容

認
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人

た
ち
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
で
は

原
子
力
行
政
が
変
わ
る
は
ず
が
な
い
。

◆
再
処
理
路
線
一
辺
倒
で
は
な
く

今
回
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
国
か
ら

発
表
さ
れ
た
点
は
評
価
す
る
が
、議

論
の
前
提
と
な
る
試
算
資
料
を
な

ぜ
早
い
時
期
に
公
表
し
な
か
っ
た
の
か
。

◆
今
回
の
問
題
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

と
い
う
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

根
幹
に
関
わ
る
問
題
、そ
の
た
め
の

判
断
材
料
な
の
だ
か
ら
嘘
偽
り
な
く

国
民
に
公
開
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

い
ん
と
く

柏
崎
刈
羽
原
発
4
号
機
配
管
検
査

状
況
を「
地
域
の
会
」が
視
察

　
こ
の
問
題
を
受
け
て
、
定
期
検
査
中

の
4
号
機
の
配
管
検
査
測
定
の
現
場

な
ど
を
9
月
12
日
・
13
日
の
両
日
、2
班

に
分
か
れ
て
見
学
し
た
。東
電
は「
減
肉

現
象
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
、こ
れ
を

受
け
た
形
で
の
質
議
応
答
を
東
電

ビ
ジ
タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
で
行
っ
た
。

【
委
員
の
意
見
】（
抜
粋
）

◆
国
は
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
確
立

さ
れ
た
と
言
い
な
が
ら
、
な
ぜ
検
査

も
れ
を
見
逃
し
た
の
か
。

◆
関
電
美
浜
原
発
と
は
炉
の
タ
イ
プ

も
配
管
構
造
も
柏
崎
刈
羽
原
発
と

は
異
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、や
は
り

不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
東
電

に
あ
っ
て
も
検
査
の
徹
底
を
望
む
。

◆
美
浜
原
発
の
蒸
気
噴
出
事
故
は
、

「
二
次
系
配
管
の
破
断
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
原
発
本
体
の
事
故
と
は
い

え
な
い
」と
す
る
国
の
姿
勢
に
は
強

い
疑
念
を
覚
え
る
。

◆
発
電
所
内
で
働
く
人
た
ち
の
労
働

安
全
の
確
保
と
い
う
こ
と
も
重
要
な

問
題
だ
。（

地
域
の
会
と
し
て
要
望
）

QAQAQA
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地
域
の
会
の
広
報
誌
『
視
点
』も
今
回
で
9
号
と

な
り
ま
し
た
。
6
号
を
発
行
し
た
時
点
で
、も
っ
と
地

域
の
人
た
ち
か
ら
読
ん
で
も
ら
い
た
い
、も
っ
と
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
、と
い
う
こ
と
で
、
先
ず
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
に
変
え
、さ
ら
に
表
紙
に
地
域
の
会
の
委
員

24
名
全
員
の
顔
写
真
を
載
せ
ま
し
た
。そ
し
て
前
号

か
ら『
地
域
の
会
に
寄
せ
ら
れ
た
声

―
み
ん
な
の
広
場
』

と
い
う
欄
を
設
け
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
地
域

住
民
の
声
を
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。7
号
発
行
後
、

住
民
の
、広
報
誌
や
地
域
の
会
に
対
す
る
反
応
が
出
て

き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
会
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ

と
い
っ
た
権
限
を
与
え
ら
れ
た
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

地
域
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
し
て
ゆ
け
る
為
に
皆
様

の
声
を
東
電
や
国
・
県
に
出
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
更
に
工
夫
を
し
て
一
人
で
も
多

く
の
人
た
ち
か
ら
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
に
す
る

よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
9
月
1
日
の
定
例
会
で
一
委
員
か
ら『
み
ん
な
の

広
場
』の
投
稿
文
に
対
し
て
問
題
の
捉
え
方
に
偏
り

が
あ
る
と
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
辺
は

委
員
の
中
で
も
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
広

報
委
員
と
し
ま
し
て
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
長
い
目
で
見
て

い
た
だ
き
、
原
子
力
発
電
を
巡
る
地
域
の
安
全
・
安

心
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
欲
し
い
、と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
の
安
全
と
平
和
な
世
界
を
願
う
一
人
と
し
て

い
つ
か
、発
電
所
構
内
の
排
水
口
周
辺
を
一
般
開
放
し
、

釣
り
を
許
可
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、あ
の
よ
う
な
こ
と

は
も
う
で
き
な
い
の
か
、と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
広
報
委
員
Ｔ
）

　何気なく当たり前のように仕事や家庭で利用

している電気エネルギー、私もその利用者の

一人です。

　昨今の環境問題、資源やエネルギー、自分たちの生活を考えるように

なると、限られた資源しかない日本で最も身近で欠くことのできない電気。

水力・火力そして原子力と発電方法は様々です。中でも原子力発電は

環境に優しい発電システムであると思っていますが、事業者並びに国や

行政機関が少しでも気を緩めてしまうと「大丈夫」と分かっていても我々

に『不安』を与えてしまいます。

　いくら優れていようと、また素晴らしいものでも製造者や管理者が気を

引き締めて作業し、その確信から産まれたものでない限り利用者は納

得しないと、製造業に携わる者としていつも感じております。電気も同じ

ではないかと…。

　今、発電所に必要とされる「透明性を確保する」という大命題の中、

ご活躍されている「地域の会」の皆さまには大変期待をしております。原子

力発電所や国に対し、「どんな些細なことでも包み隠さず我々に報告し

てくれる」そんな環境を第三の目で監視して頂きたい。さらに意見が有れ

ば原発に対して賛否を問わず集まった「地域の会」ならではのお考えに

基づいて「もの申して」頂くことが、地元の我々に安心を与え、事業者には

その維持管理を徹底させるための一石になっているものと考えております。

まだ発足して一年余りのようですが、これからも我々の代表として国や

事業者に対し今以上に、どんどん「もの申して」頂けるような住民団体に

なれるものと期待しております。

「もの申せる」ような

　地域の会に期待
柏崎市 小池 潤さん

　先月起った、関西電力の美浜原発の蒸気噴
出事故には考えさせられることが非常に多い。
何故こんなことが見過ごされたのか、私たちの想
像をこえる失態であると考えている。一昨年8月の東京電力の場合は人身事故ではなく、品質保持の基準についての行政と企業の見解の違い、という要因もあったが、今回は全く事情が異なる。それだけに、「経営」として何を改めるべきなのか。規制の強化のみでは安全性は向上しないし、規制の有無で事業者は免責されるものではない。単に責任を追及するだけでは不十分である。 
　大規模になるほど企業内の意思決定には難題が生じる。意思決定者と現場との間に「乖離」ができやすいからである。上部に上げたくない情報が、中間で握りつぶされると意思決定の場は「御前会議」の状態になる。報告される現状や問題の説明を聞いても、問題含みのことは実態がつかみ切れないまま、責任と権限を下に委ねざるを得ない。 
　打開策としては、一つは日本でも以前はよく見られたことであるが、トップが直接現場を歩く。ということである。もう一つは、企業としての目的、判断や意思決定の優先順位を明確にし、これを「自社の信条」として広く社内外に共有する。これは意思決定に対し、どのレベルでも同じ価値基準と優先度で判断することができる。三つ目は、一人ひとりの意識変革である。それが現場重視という経営意思と一緒に動き、押し上げる力として働くならば十分機能することになろう。ありきたりだが、この三つが基本であり大事と考える。

　私たちが享受している豊かな社会は、リスクと言う代償を払って手に入れたものであり、リスクを伴わない人間の行為はない。しかし、これほど重要で必要なものでも、国民の支持と信頼のないものは社会に定着できない。

原子力発電所における
“経営”と“現場”のあいだ

柏崎市 佐藤 和典さん

編
集
後
記

7
月
9
日

20
日

23
日

8
月
5
日

6
日

10
日

11
日

13
日

18
日

25
日

26
日

27
日

30
日

31
日

9
月
1
日

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
 

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

　

・　
1
号
機
原
子
炉
自
動
停
止
に
関
す
る
状
況
確
認

　

・　
物
品
搬
出
作
業
現
場
確
認

　

・　
月
例
状
況
確
認
も
併
せ
て
実
施

　
（
1
〜
7
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認
）

「
新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る

技
術
委
員
会
」の
定
例
会
開
催
。東
電
不
正
問
題

に
関
す
る
総
括
に
つ
い
て
委
員
へ
の
説
明
を
行
う

5
号
機
の
出
力
降
下
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
公
表

1
号
機
の
出
力
降
下
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
公
表

4
号
機
の
定
期
検
査
開
始
に
つ
い
て
公
表﹇
8
月
7
日
か
ら
﹈

定
期
検
査
中
の
6
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
地
下
中
2
階

高
圧
制
御
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
室
内
で
の
油
漏
れ
に

つ
い
て
公
表

7
号
機
に
お
け
る
制
御
棒
操
作
監
視
系
の
不

具
合
に
つ
い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
事
業
者

防
災
業
務
計
画
の
修
正
な
ら
び
に
提
出

定
期
検
査
中
の
6
号
機
に
お
け
る
原
子
炉
自

動
ス
ク
ラ
ム
警
報
の
発
生

関
西
電
力
株
式
会
社
美
浜
発
電
所
3
号
機
配
管
破

損
事
故
に
係
る
当
社
原
子
力
発
電
所
の
配
管
点
検

状
況
の
確
認
結
果
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
 

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

　

・　
6
号
機
配
管
減
肉
測
定
状
況

　

・　
4
号
機
再
循
環
系
配
管
溶
接
部
点
検
状
況

定
期
検
査
中
の
6
号
機
に
お
け
る
一
時
的
な

「
運
転
上
の
制
限
」か
ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
公
表

「
配
管
減
肉
事
象
に
係
る
点
検
に
関
す
る
調

査
結
果
」の
訂
正
を
国
に
再
提
出

定
期
検
査
中
の
4
号
機
原
子
炉
建
屋
で
の
け
が
人
発
生

県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
「
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
」

の
進
捗
状
況
な
ど
を
確
認

　

・　
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
改
善
、企
業
風
土
改
革
、安

全
文
化
の
醸
成
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

　

・　
シ
ュ
ラ
ウ
ド
・
再
循
環
系
配
管
の
点
検
・
保
守
計
画

東
電
原
子
力
発
電
所
の
累
計
発
電
電
力
量
2

兆
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
達
成

定
期
検
査
中
の
6
号
機
に
お
け
る
作
業
員
の

極
微
量
な
放
射
性
物
質
の
内
部
取
り
込
み
に

つ
い
て
公
表

7
号
機
の
制
御
棒
操
作
監
視
系
の
不
具
合
発
生

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
配
管
減
肉

管
理
状
況
の
新
潟
県
へ
の
報
告
に
つ
い
て
公
表

（
31
日
に
柏
崎
市
長
・
刈
羽
村
長
に
報
告
）

定
期
検
査
中
の
4
号
機
の
軽
油
タ
ン
ク
の
防

油
堤
へ
の
軽
油
流
出
に
つ
い
て
公
表

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
 

配
管
減
肉
管
理
状
況
の
確
認

　

・　
実
際
の
現
場
で
の
測
定
方
法
の
確
認

　

・　
管
理
指
針
、点
検
対
象
リ
ス
ト
の
確
認

　

・　
過
去
の
測
定
記
録
の
確
認

定
期
検
査
中
の
6
号
機
圧
力
抑
制
室
内
の
点

検
の
実
施
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
4
号
機
原
子
炉
再
循
環
系
配

管
の
追
加
点
検
結
果
に
つ
い
て
公
表

新
潟
県
核
燃
料
税
条
例
更
改
に
つ
い
て
公
表

発電所を巡る　 き（7月20日～9月20日）動発電所を巡る　 き（7月20日～9月20日）動

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。

宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。

色
は
東
京
電
力
の
動
き

色
は
行
政
の
動
き

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、
会議録、会議資料の全文を公開しており、資料をダウンロード
することもできます。
　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせ
について、ホームページ上からも受け付けています。

地域の会ではホームページで
活動の全てを公開しています。

http ://www.t i i k inoka i . jp

4
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場
地域の会に寄せられた声


